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 令和２年９月1日に開催された「第７回緊急時活動レベルの見直し等への
対応に係る会合」において、ＥＡＬ等に関する課題の整理が行われている。
（以下、「中長期的な課題」という。）

 中長期的な課題のうち、№４「日本原燃株式会社再処理施設の審査を踏ま
えた再処理施設の蒸発乾固に係るＥＡＬの見直し」について課題となってい
る。

 本課題について、今後の検討の進め方について説明する。

１．はじめに



2

２．検討の方針について

本課題の検討は、以下のとおり進めたい。

 新規制基準に適合した再処理施設について重大事故等対応設備等を考
慮したＥＡＬに見直す。（蒸発乾固など）

 ＥＡＬの見直しについては、以下を考慮する。
・蒸発乾固の対象機器のうち、プルトニウム溶液を取り扱う機器を対象
とする。

・事象の進展が比較的緩やかである再処理施設の特徴を踏まえ、事故
進展を整理する。

・事象の深刻度を考慮する。
・新規制基準に適合した重大事故等の対策の内容、対策の成否を考
慮する。



3

３．検討の進め方

本課題の検討は以下の順序で進めたい。

①事故進展の整理
 蒸発乾固の対象機器（プルトニウム溶液を取り扱う機器）を選定し、冷

却機能の喪失から蒸発乾固に至るまでの事故進展に応じたプラントの
状態、進展時間を整理。

 上記プラントの状態と事象の深刻度から、全面緊急事態（ＧＥ）として判
断すべき状態を整理。

②事故時の対応手順の整理
 新規制基準に適合した重大事故等の対策の成否によるプラントの状態

（例：拡大防止対策の貯槽等への注水による液位の維持等）、観測可
能なパラメータを整理。

③ＥＡＬの検討
 上記、整理結果を踏まえ、警戒事態（ＡＬ）、施設敷地緊急事態（ＳＥ）、全

面緊急事態（ＧＥ）の判断基準を検討。
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４．今後の予定

 本課題の検討にあたり、弊社と同様のＥＡＬを運用している、国立研
究開発法人日本原子力開発機構（核燃料サイクル工学研究所）と意
見交換等を行い進めていく。

 本課題のＥＡＬ会合に先立ち、前項の検討①～③について、事業者
にて整理・検討を進め、その後、事前に原子力規制庁と内容の確認
を行いつつ、進めていきたい。



（参考）EAL等に関する課題の整理 （第７回EAL会合における規制庁殿作成資料）
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参考：今後の予定（案）
２０２３年度

1Q 2Q 3Q 4Q

課題の検討方針

①事故進展の整理

②事故時の対応
手順の整理

③EALの検討

▽ＮＲＡ面談ＮＲＡ面談資料作成

ＮＲＡ面談結果を踏まえ、
その後の工程を検討

▽ＮＲＡ面談

▽ＮＲＡ面談

蒸発乾固の対象機器を選定し、事故進展時間を整理

プラントの状態と事象の深刻度から、ＧＥ判断すべき状況整理

新規制基準に適合した対策の成否によるプラントの状態、
観測可能なパラメータを整理。

整理結果を踏まえ、警戒事態（ＡＬ）、施設敷地緊急事態
（ＳＥ）、全面緊急事態（ＧＥ）の判断基準を検討

▽ＮＲＡ面談

６
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